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ま  え  が  き 

 

 近年、フリーターやニート（若年無業者）の増加など、若者の教育から職業への移行行動

の変化が社会的関心を集めている。これまで労働政策研究・研修機構は若者の就業について

の調査分析を積み重ね、特に近年は移行が困難な若者についての調査をすすめてきた。 

「普通の若者」を含んだ若者全体を射程とした調査研究は 2001 年２月の「若者のワーク

スタイル調査」が最後となっている。同調査から５年が経過し、大都市の若者の移行はドラ

スティックな変容を遂げた。それに伴って、研究の枠組みも変化しつつある。 

近年の研究においては、就業・家庭・学校・ソーシャル・ネットワークなど、就業だけで

はない、包括的なアプローチの重要性が認識されている。現代の若者の状況を把握するため

に、若者の移行の実態がどのように変化しているのかについて包括的に検討し、今後の日本

における移行支援政策について論じることが求められている。 

 こうした問題意識から、労働政策研究・研修機構では 2005 年度より「若者の包括的移行支

援研究会」を設置し、研究を進めてきた。本報告書にさきだち、『就業構造基本調査』（2002

年）の再集計を元に、JILPT 資料シリーズ№15『若者の包括的な移行支援に関する予備的検

討』を 2006 年夏にとりまとめている。 

本報告書は、2006 年２月に実施した「第２回 若者のワークスタイル調査」の結果に基づ

き、若者の就業を中心とした移行過程を捉えることを心がけながら、包括的な移行のあり方

について検討し、支援の可能性を探ったものである。 

最近ようやく労働市場の状況は改善しつつあると言われているが、移行の不安定化がどん

な帰結を日本社会にもたらすのかについて考察することの重要性はむしろ高まっている。本

報告書は、若者の就業を中心とした移行過程をできるだけトータルに捉えることを心がけな

がら、この５年間の変化をスナップショットとして切り取った記録である。 

 本報告書がこの問題に関心のある方々の参考になれば幸いである。 

 

 

2006 年 11 月 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構 

理事長 小野 旭 
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